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最後の学級通信 

                                                  校長　■■■■ 

　以前、加須市内の中学校から仙台市の中学校へ異動された先生の学級通信をご紹介しま

 す。卒業式当日の朝、教室の机に丁寧に置かれていた「最後の学級通信」には、生徒への

深い思いが込められていました。

卒業式  

　 本日をもって中学校を卒業するみなさんへ、担任として、一人の人間として、伝えた 

いことがあります。 

　１３年前の３月１１日。私は仙台市に住む中学３年生でした。卒業式を翌日に控え、 

卒業式練習と学年集会を終えた私は、普段通りに友人と帰路についていました。「明日 

の卒業式、泣くかなぁ」「あっという間だったなぁ」という会話をしたことを覚えてい 

ます。卒業アルバムを片手に、普段通りの帰り道をどこか浮足立った気持ちで歩き、自 

宅の玄関を開けました。 

　その数分後に、日常が崩壊しました。東日本大震災です。突如やってきた「非日常」 

に、「明日の卒業式はどうなってしまうのか」と考えている余裕などなく、倒壊してい 

く建物から命を守ることで精一杯でした。揺れがおさまったあとには津波が来ました。 

中学校は津波にのまれ、私たちの過ごした教室やグランド、体育館などがすべて波にさ 

らわれました。数週間後に、中学校で唯一被害が少なかった武道場で学年集会が開かれ 

そのときにようやく、同級生が全員生きていることを確認しました。しかし、私たちの 

卒業式は、実施することができませんでした。 

　「だから卒業式ができることをありがたく思え！」と言いたいわけではありません。 

感謝とは自発的に湧いてくる感情です。強要する気はありません。ただ、皆さんを支え 

てくれた人の存在に気付き、感謝の気持ちを伝えることは、人としてとても重要なこと 

です。「あたりまえに思える日常が、実はとても貴重でかけがえのないものだ」と、震 

災を通して学びました。みなさんが当たり前のように過ごしてきた日常は、他の誰かの 

支えの上に成り立っているはずです。当たり前のように明日がやってくることは、とて 

も幸運なことなのかもしれません。今日、卒業式を迎えることができたのも、皆さん自 

身の頑張りと、それを支えてくださったご家族や友人のおかげでしょう。感謝を忘れな 

いでください。 

　私にとって、３－３のみなさんと過ごしたこの１年間は、まるで神様にプレゼントさ 

れたかのような素敵な１年間でした。行事に本気で取り組むところ。勉強から目を背け 

ている人もいたけれど・・・。素直で、明るくて、協力することができて、気が利いて 

居心地がよくて、優しくて、温かい。そんなクラスでした。問題に直面することもあり 

ましたが、一つ一つを乗り越えて成長することができたのではないかと思います。とに 

かく楽しくて、思いを伝えると同じ熱量で活動してくれて、冗談を言い合うことができ 

て、本当に３－３の担任ができたことに感謝しています。素敵な日々をありがとう。そ 

して、卒業おめでとう。皆さんの門出を心から祝福します。 

みなさんへのエールと、感謝の気持ちを込めて、  

精一杯名前を呼びます！  

立派な返事を聞かせてください！
 　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

 

　生徒たちへの深い愛情があふれた学級通信ですね。                                  
　「まるで神様にプレゼントされたかのような１年間」、その言葉から、本当に楽しく充

実したクラスだったことが伝わってきます。そして、それが先生にとってもかけがえのな

い時間だったことが、深く感じられます。                                            
  

 　先生の最後の願いである「精一杯名前を呼びます！」という言葉には、生徒たちへの最

 大限のエールと深い感謝が込められています。卒業式での呼名は、形式的に名前を呼ぶも

 のではなく、先生が生徒たちと過ごした時間の重みと、これからの未来を生きていく生徒

たちへの深い願いが込められています。                                              
　生徒は先生に名前を呼ばれ、堂々と返事をすることで、自分が歩んできた道を実感し、

自信を持って未来へと進んでいくのだと思います。                                    
　３年生のみなさん、卒業式での返事は大利根中での最後の返事です。今年も、一人一人

が最後の返事に込める感謝と旅立ちの決意を期待しています。    
 

 ２月４日(水）　 １年生ブラインドサッカー  

  ブラインドサッカー協会の方(元全日本代表

 選手 )をお招きし、ブラインドサッカー体験

 を実施しました。アイマスクを着用し、視覚

 に頼らず、ボールの音や仲間の声を頼りにプ

 レーを楽しみました。

 

 

 ２月６日(金）　 歌会引継ぎ式  

  大利根中学校の伝統である歌会(生徒が自主

 的に合唱をつくりあげる組織)を、 3 年生か

ら 1・ 2 年生へと引き継ぎました。これまで

受け継がれてきた思いと誇りを大切にし、心

を一つにした素晴らしい合唱を創り上げてい

ってほしいと思います。

日 曜 行事予定等 　▲部 活動中止 日 曜 行事予 定等 　▲部活動中止

1 日 15 日

2 月 ▲　 16 月 ３年臨時休業日（～ 3/26） 

学期末短縮５時間（ ～3/23）

3 火 県公立高校追検査 17 火

4 水 表彰朝会 18 水 ▲  
5 木 ３年生を送る会　ＳＣ来 校 19 木 1・ 2年 学 年 末 保 護 者 会 　 Ｓ Ｃ 来 校 　

ＰＴＡ理事会・本部 会

6 金 県公立高校発表 20 金 春分の日

7 土 21 土

8 日 大利根地域内一斉清掃8:30 22 日

9 月 専門委員会 23 月 給食終了

10 火 卒業式予行　３年給食終 了 24 火 学期末短縮３時間

11 水 生徒朝会（委員会） 25 水 学期末短縮３時間　 大掃除

12 木 卒業式準備  　　　　　　　▲ 26 木 修了式　ふれあいデ ー  　　　　　▲

13 金 第６１回卒業証書授与式 　　▲ 27 金 学年末休業日（3/27～3/31）

14 土 吹奏楽部定期演奏会(午後) 　 　　4月1日(水)～4月7日(火)春季休業日


